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後藤昭先生（名誉教授）　著作目録

Ⅰ　単著

1987 年　『刑事控訴立法史の研究』（成文堂）
1997 年　『わたしたちと裁判』（岩波ジュニア新書 288）
2001 年　『捜査法の論理』（岩波書店）
2006 年　『新版　わたしたちと裁判』（岩波ジュニア新書 547）

Ⅱ　共著・執筆分担

1984 年　『大百科事典』（平凡社）
1986 年　『刑事訴訟法 100 講』（学陽書房）
1990 年　『朝日人物辞典』（朝日新聞社）
1991 年　『刑事訴訟法』（有斐閣 S シリーズ、第 2 版 1996 年、第 3 版 2002 年、

第 4 版 2006 年、第 5 版 2013 年）
1993 年　『基本法コンメンタール刑事訴訟法〔第 3 版〕』（日本評論社）
1995 年　『代用監獄の廃止と刑事司法改革への提言』（明石書店）

『新・判例コンメンタール刑事訴訟法 5』（青林書院）
1996 年　『入門・監獄改革』（日本評論社）

『法と裁判』（放送大学教育振興会）
『基礎演習刑事訴訟法』（有斐閣）

1998 年　『刑事弁護コンメンタール刑事訴訟法』（現代人文社）
『アメリカの刑事弁護制度』（現代人文社）

2003 年　『刑事法辞典』（信山社）
『21 世紀の刑事施設』（日本評論社）

2004 年　『実務家のための裁判員法入門』（現代人文社）
『法科大学院ケースブック刑事訴訟法』（日本評論社、第 2 版 2007 年）
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2005 年　『目撃供述・識別手続に関するガイドライン』（現代人文社）
2008 年　監修『裁判員時代の法廷用語』（三省堂）

Ⅲ　編著・共編著

1993 年　『現代令状実務 25 講』村井敏邦と共編（日本評論社）
1994 年　『法律学小辞典（新版）』（有斐閣、第 3 版 1994 年、第 4 版 2004 年、第

4 版補訂版 2008 年、第 5 版 2016 年）
2003 年　『刑事法演習』平川宗信と共編（有斐閣、第 2 版 2008 年）
2005 年　『岩波判例基本六法　平成 18 年版』
2006 年　『岩波判例基本六法　平成 19 年版』
2007 年　『岩波判例基本六法　平成 20 年版』
2008 年　『岩波判例基本六法　平成 21 年版』
2009 年　『岩波判例基本六法　平成 22 年版』
2010 年　『新・コンメンタール刑事訴訟法』白取祐司と共編（日本評論社、第 2

版 2013 年）
『岩波判例セレクト六法　平成 23 年版』

2011 年　『東アジアにおける市民の刑事司法参加』（国際書院）
村井敏邦先生古稀記念論文集『人権の刑事法学』（日本評論社）

『岩波判例セレクト六法　平成 24 年版』
2012 年　『岩波判例セレクト六法　平成 25 年版』
2013 年　福井厚先生古稀祝賀論文集『改革期の刑事法理論』（法律文化社）

『実務体系現代の刑事弁護 1　弁護人の役割』高野隆・岡慎一と共編
（第一法規）
『実務体系現代の刑事弁護 2　刑事弁護の現代的課題』高野隆・岡慎一
と共編（第一法規）

2014 年　『プロブレムメソッド刑事訴訟法 30 講』白取祐司と共編（日本評論社）
『実務体系現代の刑事弁護 3　刑事弁護の歴史と展望』高野隆・岡慎一
と共編（第一法規）
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Ⅳ　論文・講演録・判例研究・解説など

1978 年　「刑訴特例法案に思う」緑会雑誌復刊 10 号 35-41 頁
1979 年　「抗告審の構造」（松尾浩也と共同執筆）ジュリスト増刊『刑事訴訟法

の争点』（有斐閣）272-275 頁
「いわゆる記名代印方式による書面と申立の効力」（判例評釈）警察研
究 50 巻 3 号 70-75 頁

1980 年　「勾留期間延長の裁判が勾留期間経過後に取り消された場合の身柄釈放
時期―違法に身柄を拘束されていたことが勾留の裁判の効力に影響
を及ぼさないとされた事例」（判例評釈）警察研究 51 巻 1 号 76-83 頁

「Moore v. City of East Cleveland, 341 U.S. 494（1977）」（判例研究）ア
メリカ法〔1980-Ⅱ〕159-164 頁

「『読み聞け』に思う」『東京弁護士会期成会　歩み続けて 20 年』195 頁
「裁判所及び裁判官が被害者である場合と管轄の移転」（判例評釈）警
察研究 51 巻 12 号 60-64 頁

1981 年　「控訴審の手続と刑訴法 314 条の準用の有無」（判例評釈）警察研究 52
巻 2 号 78-82 頁

「上告審で破棄された高裁判決の先例性」（判例評釈）警察研究 52 巻 4
号 77-82 頁

「原判決後被告人の妻が選任した弁護人の上訴権」（判例評釈）警察研
究 52 巻 5 号 74-81 頁

1982 年　「有罪判決の理由」（判例解説）別冊ジュリスト『刑事訴訟法判例百選 4
版』196-197 頁

1983 年　「千葉大チフス事件」（判例解説）ジュリスト 792 号昭和 57 年度重要判
例解説 186-188 頁

1984 年　「ワークショップ　訴訟指揮」（小田中聰樹と共同執筆）刑法雑誌 26 巻
1 号 143-148 頁

「西ドイツ刑事訴訟法改正のための参事官草案（六）上訴に関する改正
提案」警察研究 55 巻 12 号 70-75 頁
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1985 年　「立法史からみた控訴審構造論の意義」刑法雑誌 26 巻 3 = 4 号 452-470
頁

1986 年　「本位的・予備的訴因のある場合の攻防対象論の適用と破棄判決の拘束
力」（判例解説）ジュリスト 862 号昭和 60 年度重要判例解説 189-191
頁

「捜索差押の際の写真撮影」法律時報 58 巻 7 号 97-102 頁
「訴因と審判の範囲」（判例解説）別冊ジュリスト『刑事訴訟法判例百
選 5 版』108-109 頁

「令状の筆写・立会」法律時報 58 巻 12 号 102-107 頁
1987 年　「氏名を黙秘する被疑者の弁護人選任」法律時報 59 巻 6 号 120-124 頁

書評　鈴木茂嗣「覚せい剤使用罪と訴因の特定」法律時報 59 巻 8 号
120-123 頁
書評　白取祐司『一事不理の研究』法律時報 59 巻 9 号 113-115 頁

1988 年　「接見指定をめぐる新しい動きについて」接見交通権ニュース No. 10、
12-13 頁

「レーダー式速度測定装置による測定値の信頼性」（判例解説）法学教
室 88 号 91 頁

「自由心証主義・直接主義と刑事控訴―平田元氏の論文を契機として
―」千葉大学法学論集 2 巻 2 号 21-47 頁

「控訴審における新証拠の取調べと刑訴法 393 条 1 項本文」（判例評釈）
警察研究 59 巻 3 号 32-42 頁

「弁護人との接見交通をめぐる問題点」法律時報 60 巻 3 号〈特集　刑
事・留置施設法案の研究〉43-48 頁

「刑訴法 382 条の 2 にいう『やむを得ない事由』」（判例解説）ジュリス
ト 910 号昭和 62 年度重要判例解説 193-194 頁

「未決拘禁をめぐる訴訟法と施設法の関係―弁護人との接見交通を中
心として―」自由と正義 39 巻 6 号 65-70 頁
座談会「法曹養成・法律家をめぐる現状と課題」法律時報 60 巻 7 号
6-24 頁
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「原判決後被告人の母が選任した弁護人の上訴権」（判例解説）法学教
室 94 号 48-79 頁
書評　浜田寿美男『狭山事件虚偽自白』千葉大学付属図書館報「図書
館の本」40 号 3 頁

「留置施設法案と被拘禁者の人権―逮捕留置『法律化』論への視点」
法学セミナー増刊『監獄の現在』168-174 頁
書評　守屋克彦「取調べに関する事実認定と自白の任意性―無罪事
例などの検討を通じて」法律時報 60 巻 12 号 134-137 頁

「警察取調べと自白・勉ちゃん殺害事件」法学セミナー 408 号 30-31 頁
1989 年　「事実認定の『方法』と『人』と『制度』」―共同研究に参加して」

刑法雑誌 29 巻 3 号 477-480 頁
「戦後改革の完成へ」ジュリスト 930 号〈特集　刑事訴訟法 40 年の軌
跡と展望〉153-154 頁

「接見交通・被疑者取調べをめぐる訴訟法と『施設法』の関係」千葉大
学法学論集 3 巻 2 号 1-39 頁

「不出頭を理由とする逮捕」法律時報 61 巻 3 号 97-100 頁
「自白法則と補強法則」法律時報 61 巻 10 号〈特集　刑事手続の改革　
事実認定と誤判救済〉35-38 頁

「国際人権法と代用監獄―NGO 報告書『警察署での拘禁―1989 年
2 月パーカー・ジョデル報告書』を読む」（分担執筆）國學院法学 27 巻
2 号 83-121 頁

1990 年　「判例の拘束力論と裁判官像」法と民主主義 244 号 22-30 頁
座談会「判例回顧と展望」法律時報 62 巻 5 号 3-36 頁

「演習　刑事訴訟法」法学教室 116 号 118 頁
「事件で見る裁判 100 年㉕　白鳥決定―誤判救済」法学教室 121 号
76-77 頁

「控訴審における破棄と事実の取調べ」石松竹雄判事退官記念論文集
『刑事裁判の復興』（勁草書房）389-407 頁
「人権と司法の見張り役を期待する」法と民主主義 257 = 258 号〈私の
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問題意識と日民協への期待〉47 頁
「演習　刑事訴訟法」法学教室 122 号 117 頁
「捜索差押令状に記載されていない物の写真撮影と準抗告」（判例解説）
法学教室 123 号 92-93 頁
書評　村井敏邦編著『現代刑事訴訟法』法学セミナー 428 号 125 頁

1991 年　「演習　刑事訴訟法」法学教室 124 号 106-107 頁
座談会「判例回顧と展望」法律時報 63 巻 3 号 3-29 頁

「ワークショップ　控訴審」（加藤克佳と共同執筆）刑法雑誌 31 巻 3 号
402-407 頁

「演習　刑事訴訟法」法学教室 128 号 110 頁
「取調べ受忍義務否定論の展開」『平野龍一先生古稀祝賀論文集下巻』
（有斐閣）289-309 頁
「演習　刑事訴訟法」法学教室 132 号 99 頁
「別件逮捕・別件勾留」ジュリスト増刊『刑事訴訟法の争点（新版）』
（有斐閣）60-63 頁
「余罪取調べ」『総合研究 = 被疑者取調べ』（日本評論社）507-539 頁
「ながら族の学童保育論」青年法律家 249 号 4-5 頁

1992 年　「演習　刑事訴訟法」法学教室 136 号 90 頁
座談会「当番弁護士で何が変わるか」法学セミナー 446 号 32-53 頁

「もう一つの監獄法　101 回目の取調べ―SAY　YES」法学セミナー
446 号 100-102 頁

「被告人による控訴取り下げの効力が争われた一事例」千葉大学法学論
集 7 巻 1 号 159-171 頁

「演習　刑事訴訟法」法学教室 140 号 114 頁
「演習　刑事訴訟法」法学教室 141 号 117 頁
「ワークショップ　控訴審」（加藤克佳と共同執筆）刑法雑誌 32 巻 3 号
508-512 頁

「自白の信用性」（判例解説）別冊ジュリスト『刑事訴訟法判例百選第 6
版』160-161 頁
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1993 年　「演習　刑事訴訟法」法学教室 148 号 124 頁
「共同研究の目的―刑事判例の機能について」刑法雑誌 33 巻 1 号
58-61 頁

「演習　刑事訴訟法」法学教室 152 号 158 頁
「演習　刑事訴訟法」法学教室 156 号 129 頁
「裁判を見に行こう―裁判傍聴運動の目指すもの」市民のための司法
改革　司法改革推進本部ニュース No. 1、6-7 頁

「抑止効果は死刑を正当化するか？」法学セミナー 466 号〈特別企画〉
死刑廃止を考える　死刑廃止を求める刑事法研究者意見集 42 頁

1994 年　「演習　刑事訴訟法」法学教室 160 号 156 頁
「当番弁護士をめぐる法律問題」第一東京弁護士会会報 250 号 32-42 頁
「当番弁護士をめぐる法律問題」内藤謙先生古稀祝賀『刑事法学の現代
的状況』（有斐閣）407-429 頁

1995 年　「サクラメントで会った公設弁護人たち」季刊刑事弁護 1 号 69-73 頁
「世界の刑事法律扶助―その理念と現状　アメリカ」季刊刑事弁護 2
号 30-35 頁

「黙秘権の確立をめざす弁護活動」（神山啓史と共同執筆）季刊刑事弁
護 2 号 126-131 頁

「The Right to Counsel and Roles of Attorneys in Japan」千葉大学法
学論集 9 巻 4 号 191-206 頁

「弁護通訳の実践例―千葉県の場合」（劉東尼と分担執筆）季刊刑事
弁護 4 号 67-69 頁

「職権による移監命令」（判例解説）法学教室 182 号 90-91 頁
1996 年　座談会「当番弁護士制度の五年―その成果と展望」季刊刑事弁護 5

号 28-54 頁
「被疑者の弁護人依頼権と『弁護人となろうとする者』の意義」季刊刑
事弁護 5 号 96-99 頁

「アメリカの公設弁護人」法と民主主義 305 号 24-28 頁
「図書館利用者の秘密と犯罪捜査」現代の図書館 34 巻 1 号 40-57 頁
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「アクションプログラムを読んで」自由と正義 47 巻 6 号 162-164 頁
「国選弁護事件の割当方法について」季刊刑事弁護 6 号 40-43 頁
書評　下村幸雄『共犯者の自白』法と民主主義 314 号 54 頁

1997 年　「国選弁護人への給付体系の合理化について」寺本嘉弘判事退官記念文
集『不撓』56-61 頁

「被疑者法律扶助のための一案」法律扶助だより 55 号 9-11 頁
「疑わしきは被告人の利益にということ」一橋論叢 117 巻 4 号 573-591
頁

「鼎談　刑事訴訟法の学び方・教え方」法学教室 197 号 11-24 頁
「証言心理学と刑事弁護の新しい関係のために」季刊刑事弁護 11 号 32
頁

「捜査法理論の一つの方法」法律時報 69 巻 9 号 13-17 頁
“Introduction to the International Conference on Criminal Defense and 
Legal Aid 1997” Hitotsubashi Journal of Law & Politics Vol. 26, 1

「刑事弁護と法律扶助に関する国際研究集会」季刊刑事弁護 12 号 17 頁
1998 年　「控訴審へのはじめの一歩」季刊刑事弁護 13 号 34-38 頁

「通信・会話の盗聴」刑法雑誌 37 巻 2 号 176-187 頁
「予備的訴因と訴訟条件」『松尾浩也先生古稀祝賀論文集下巻』（有斐
閣）349-374 頁

「刑事免責による証言強制―ロッキード事件」（判例解説）別冊ジュ
リスト『刑事訴訟法判例百選第 7 版』148-149 頁

「刑事弁護における依頼者と弁護士」大塚喜一弁護士在職 30 周年祝賀
記念論文集『日本の刑事裁判―21 世紀への展望』（現代人文社）116-
138 頁

「刑事弁護充実の方策」『21 世紀司法への提言』（日本評論社）187-201
頁

1999 年　座談会「刑事訴訟法の現実とその問題点」ジュリスト 1148 号 124-164
頁

「刑事司法改革の方向」月刊司法改革 1 号 35-39 頁
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「証拠開示実践例　証人尋問に際しての員面・検面の開示（1）」（笠井
治と分担執筆）季刊刑事弁護 19 号 50-55 頁

2000 年　「ワークショップ　審判対象論」（中川孝博と共同執筆）刑法雑誌 39 巻
3 号 510-515 頁

「公費による被疑者弁護の制度化を」世界 2000 年 3 月号 109-113 頁
「刑事弁護人の役割と存在意義」季刊刑事弁護 22 号 16-22 頁
「当番弁護士 100 人へのアンケート結果から」季刊刑事弁護 22 号 34-38
頁

「法科大学院教育と実務修習」月刊司法改革臨時増刊『法科大学院の基
本設計』94-97 頁

「刑事弁護人の役割」『現代法律実務の諸問題平成 11 年版』（第一法規）
647-666 頁

「予備的訴因と訴訟条件・再論」梶田英雄判事・守屋克彦判事退官記念
論文集『刑事・少年司法の再生』（現代人文社）275-292 頁

「法科大学院と教員の課題」受験新報 2000 年 12 月号 5 頁
2001 年　「一目でわかる証人尋問の特例のしくみ」季刊刑事弁護 25 号 37-39 頁

「司法改革は“素人”重視で」読売新聞 2001 年 3 月 9 日「論点」
パネルディスカッション「日本の裁判官・検察官の存在意義を問う」
季刊刑事弁護 26 号 148-165 頁

「なぜ『民訴と刑訴の対話』なのか―特集のねらい」（山本和彦と共
同執筆）法学セミナー 559 号 28-29 頁
対談「比較のなかの民訴と刑訴」（山本和彦と共同執筆）法学セミナー
559 号 46-54 頁
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